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このたび、学校法人明治大学（以下、「本学」という。）は、数多くの文豪が利用したことで知られる

「山の上ホテル」が建設されている土地及び建物を、2024 年 11 月 15 日付で取得いたしました。 

 2031 年（令和 13 年）に、本学は、創立 150 周年を迎えます。その記念事業の一環として、本不動産

を取得し、再整備を実施します。 

 現状の外観を維持したまま必要な改修工事を施したうえで、専門業者と連携し、ホテル機能を継続

させるとともに、学生支援、地域連携、社会連携の機能としても利活用ができるよう検討しており、本

学の新たなシンボルとして継承していきます。 

 

 

 

 

資料：明治大学 HP,明治大学博物館 

 

 

 

                 

明治大学が山の上ホテルの歴史的な建築物を継承 

(「山の上ホテル」の歴史) 

1937 年（昭和 12 年）佐藤新興生活館本部ビル（後の「山の上ホテル」）竣工 

〇戦時中は、旧海軍、戦後は、GHQ に接収され、WAC（米国婦人陸軍部隊）の宿舎として使用され、その後返還さ

れる。 

1953 年（昭和 28 年）山の上ホテル創業 

1954 年（昭和 29 年）佐藤新興生活館本部ビルを借り受け、山の上ホテルとして営業開始 

1958 年（昭和 33 年）山の上ホテル別館の営業開始 

1974 年（昭和 49 年）財団法人日本生活協会から「山の上ホテル」が土地・建物を取得 

2014 年（平成 26 年）学校法人明治大学が、「山の上ホテル別館」の土地・建物を取得 

          のち、「明大スクエア」として整備 

2024 年（令和 6 年）山の上ホテル休業 

2024 年（令和 6 年）学校法人明治大学が「山の上ホテル」の土地・建物を取得 

 



資料：明治大学 HP,明治大学博物館 

 

 

 

明治大学と佐藤慶太郎 

（佐藤慶太郎 略歴） 
1868 年（明治元年）現在の福岡県北九州市で誕生 

1887 年（明治 20 年）明治法律学校（現 明治大学）入学 

1890 年（明治 23 年）明治法律学校卒業 

1892 年（明治 25 年）山本周太郎商店（石炭商）入店 
1900 年（明治 33 年）佐藤商店を創業 
1908 年（明治 41 年）佐藤商店が炭鉱経営を始める。 

1920 年（大正 9 年）体調を崩し、経営の第一線から退く。 

         本格的に慈善事業に関わるようになる。 

1926 年（大正 15 年）「東京府美術館」が佐藤の寄付により開館 
1927 年（昭和 2 年）財団法人明治大学の理事に就任 
1929 年（昭和 4 年）明治大学専門部女子部設置、佐藤が校舎整備に寄付 

1930 年（昭和 5 年）財団法人明治大学の理事を辞任 

1937 年（昭和 12 年）佐藤新興生活館本部ビル（後の「山の上ホテル」）竣工 

         佐藤慶太郎氏の寄付を基に、当時の生活困窮者の生活改善などを目的に全国的規模で展

開した「大日本生活協会」の本部として「佐藤新興生活館」という名称で建設された。 

（佐藤新興生活館本部ビル） 

 設計：ウイリアム メレル ヴォ―リズ（William Merrell Uories）1880 年 10 月生～ 

1964 年 5 月没。アメリカの建築家・信徒伝道師・社会実業家。 

建築家として、彼のアメリカン・スタイルの建築遺産は、教会・病院・教育施 

設・個人住宅等、日本全国に広がっている。代表作として、神戸女学院校舎群 

（国の重要文化財）、大阪・大丸心斎橋店、佐藤新興生活館本部ビル等がある。 

  工事請負：清水組      鉄筋コンクリート造 地上 6 階地下 2 階 

 

1940 年（昭和 15 年）佐藤慶太郎 死去 

 



 

 

福生の「餅つき大会」 

新たな地域支部間の交流の架け橋を目指して 

地域支部だより～ 

福生地域支部 
 

 

12 月 15 日（日）、冬としては穏やかな陽光が降り注ぐ中、

福生地域支部恒例の『餅つき大会』が、福生市「志茂二睦会

館」で開催されました。 

 福生地域支部の『餅つき大会』は、支部結成 2年後の 2015

年より始まり。コロナ禍で 3年ほど開催を見送った期間は有

りますが、継続的に開催されているメイン行事になっていま

す。 

 これまでの運営方式としては、支部会員に搗き立てのお餅

を提供する内向きの交流行事として実施してきました。しか

し、今年度より、多摩支部の方針にある「地域間交流行事の

活性化」を念頭に置いて、年末の風物詩としても余り見かけ

なくなった『餅つき』の体験と近隣地域支部の校友の皆様と

の情報交換と懇親を深め、多摩支部の活性化の一翼を担うこ

とを目的として、地域間交流行事の『福生地域支部餅つき大

会』に衣替えをして開催しました。 

 開始時間の 10 時には、昭島 3名、あきる野 2名、青梅 2

名、小平 3名、村山 2名、国立 1名、福生 10 名の 7地域支

部総勢 23 名の方々にお集まり頂き、山田福生地域支部長の開

会挨拶や土屋多摩支部長のご挨拶をいただき、餅つき大会を

開始しました。 

 参加頂いた方々全員に、日頃余り行うことの無い『餅つ

き』を体験頂くことで、交代で杵を振るってもらい、傍ら

で、準備した料理やビール等、各地域支部から持ち寄られた

食材や酒などを賞味しながら、搗き立ての餅を大根おろしや

納豆、きなこ、あんこ等で食し、大いに各地域支部間の交

流・懇親を深めました。 

 懇親会場が日陰で若干寒かったこともあって、遅れて参加

された佐藤多摩支部副支部長にご挨拶を頂いた後に、参加者

全員に、鏡餅をお土産としてお持ち頂き、終了時間は若干早

めでしたが、小出小平地域支部長の締めでお開きとなりまし

た。 

 福生地域支部としましては、今後、継続的に『餅つき大

会』を地域間交流行事として位置付け、取り組んでいきたい

と考えております。 

 宜しくお願いいたします。   （記：大河内公夫） 

 



素晴らしきかな人生  It’s a Wonderful Life  

                      ～多摩支部の皆様のご寄稿から 
 

私にとっての一番の楽しみは、ラグビー部の応援で
す。同じ下宿の明治の同級生に連れられて、秩父宮ラ

グビー場に観戦に行ったのが、入学した 1980 年の
秋。 
  当時のバックスタンドは、今のような一人掛けの

座席ではなく、木製のベンチでした。早稲田にはバッ

クスに本城、吉野のタレントが揃っていましたが、明

治には瀬下主将以下、藤田、川地と後に代表となるメ
ンバーを擁する強力 FW で、その年の早明戦は勝利。

翌年は、早稲田に大西監督が復帰し、国立競技場に６

万人を超える観衆が詰めかけた時代でした。 
12 月の早明戦では敗れたものの、正月の大学選手

権では早稲田に雪辱し、優勝。 

学生の 4 年間は、早明戦は 2 勝 2 敗。 
就職してから東京を離れても、大学選手権を福岡か

ら花園まで観戦に出かけたりしていましたが、テレビ
で観戦することが増えました。 

再び観戦する機会が増えたのは、ここ 10 年。東京
に戻ってきてからです。八幡山のグラウンドの試合も
観戦するようになり、そこで観戦仲間もできました。

今ではなくなりましたが、外苑前のカンタベリーショ
ップに、慶應戦や早稲田戦のチケット発売日の前日に
徹夜で並んだりしていました。 

一生懸命試合に臨む選手たちにはずいぶんと力付け

られました。 
例年 1 月末から 2 月初めにかけて、4 年生の卒部試

合があるのですが、全員ではありませんが、選手・ス

タッフ（マネージャーさん）の 4 年生に、感謝と労い

の気持ちを伝えられたらと思い、自前の「表彰状」を
作り、手渡すのが、何よりの楽しみとなっています。 

よく、「今年の明治は強いですか」とか、「早稲田に

勝ちますか」と尋ねられることがありますが、私から
見るとそうした質問をする方は、勝ち負けにのみ関心
があるだけで、本当の明治ファンとは思えません。 

私は、勝っても負けても一生懸命に応援するよう心

がけています。 
今年は、準決勝でシーズン終了となりましたが、102

年目の新チームも全力で応援していこうと思っていま

す。 
 

 

 

「明大ラクビー部HP」より 

 

明大ラクビーにかける熱き想い 
～一生懸命、試合に臨む選手たちに、一枚の手作りの「表彰状」を～ 

越智浩治 （国立地域支部 昭 59・商） 

 



と。 

前へ 

とにかく“前へ”。 

ためらわずに“前へ“進め。 

それはつらく長い道のりかもしれないが、 

ゴールへの最も近い道であると僕は確信し

ている。 

（明治大学ラクビー部元監督北島忠治氏） 

 

明治大学ラクビー部 

神鳥裕之監督と。 

 



Photo Gallery    多摩市地域支部 楳田成美（昭 41・法） 

現代水墨画協会 新人賞 

 

ペシャワールのモスク 

現代水墨画協会  

文部科学大臣賞 

 

陽のあたる南イタリアの農家 

慈しみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

樹 根 

夕  照 

春となり 



  

 

 

  

                      明治大学校友会多摩支部の皆様へ

MEIJIRO SHOP オープン 

ぜひお立ち寄りください 

                       

                       

 

                       

                         


